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2014年度 第4回金流商流情報連携タスクフォース議事録(案)




　

 国連CEFACT日本委員会 サプライチェーン情報基盤研究会

1． 開催日時　：　2015年3月25日（木） 14：00～17：00
２．開催場所　：　機械振興会館6階　6-62会議室　
３．出 席 者　： （順不同・敬称略） 
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出席者14名
議事に先立ち、兼子委員より、中部経済同友会・ものひとづくり委員会・活動テーマ「インダストリー4.0（第四次産業革命）等におけるビジネス・プラットフォーム（企業間情報連携基盤）とひとづくり」についての紹介が行われた。

４．議事概要　
４－１．第3回金流商流情報連携タスクフォース議事録の確認
・第3回金流商流情報連携タスクフォース議事録（金流2014-4-02）に関し、各議事の概要について確認を行った。
  第3回より、日本銀行金融研究所のオブザーバーが紅林氏に変更になったことから、議事録の出席者名簿を修正した。
４－２．2014年度金流商流情報連携TFレポート
　2014年度金流商流情報連携TFレポート原稿ドラフト（金流2014-4-03、金流2014-4-03-1、金流2014-4-03-2）により、「ファイナンスサービスの検証」「共同実証の内容」「支払メッセージの実装内容」「グローバルサプライチェーンファイナンスのニーズ調査」の説明と審議が行われた。
４－２－１．ファイナンスサービスの検証
・ファイナンスサービスの検証につき、次の説明が行われた。
· 取組みの背景と目的
「決済における事務処理効率化」のこれまでの取組


「商流情報を活用した融資機会の拡大」におけるこれまでの取組
· 2014年度の活動計画と実績
活動計画
活動実績

· 活動実績詳細



実証準備



共同実証の内容（流通業界）



共同実証の内容（自動車部品業界）




ファイナンスサービスに関するヒアリング結果




・活動実績




・ヒアリング内容




・ヒアリングの前提




・分析イメージ




・ヒアリング結果




・今後の活動内容への示唆
・ファイナンスサービスの検証レポートにつき、次の審議が行われた。
· 流通業界および自動車部品業界の共同実証説明は、それぞれボリュームがあるため、実証説明詳細を付録化するなど、全体のシナリオを分かりやすくするよう工夫する。

· 活用に向けた課題「企業は情報を登録してくれるか」については、消込の業務効率化効果を誘い水にできるのではないか。
· 共同実証は消込の業務効率化が第1の目的であり、ヒアリングでは実証で蓄積される情報の分析結果の有効性を聞いた。すなわち、２つの成果を期待した。
· 銀行は融資時点で、審査のために企業に対し取引実績情報を無償で要求している。その情報が自動で見られるようになったとき、銀行は経費を負担するであろうか。
· 継続的に見える情報は、企業の取引についてのモニタリング情報であり、アラート発生を検知する道具にもなるため、有償サービスとなりえる。
· 銀行ヒアリングでは、「企業の社長にも見てもらいたい」との意見があった。銀行と企業とのコミュニケーションのツールになりえる。
· 実装においては、産業界共通（流通業界や自動車部品業界を含め）で使えるかが鍵である。
· 商流EDI（受発注、出荷、請求）があって、初めて入金消込自動化が役に立つ。標準化されたEDIの普及が重要である。
· 入金消込自動化の効果を誘い水とした商流EDIの普及促進もあるのではないか。
· 銀行の反応は、情報が見えることに総じて期待感がある。ただし、投資してまで見たいかどうかは不明である。
· 共同実証で行ったように、最初は銀行本体のシステムから切り離した介在ネットワーク（クローク・システム）の実導入を検討すべきであろう。銀行本システムへの組込みは中長期的なものであろう。

４－２－２　支払メッセージの実装内容
・支払メッセージの実装内容につき、次の説明が行われた。
· 支払通知メッセージ拡張要件
· 支払通知メッセージ定義モデル
· 国際標準化への道筋
· 国連CEFACT支払通知メッセージの拡張
· ISO 20022 Pain.への補完領域登録
・支払メッセージの実装内容につき、次の審議が行われた。
· 標準化だけでは普及しない。どう展開するかの戦略が必要。ITベンダーに公開して、彼らにサービスを検討してもらうのも良い。
· 日本の産業界で普及することが、金融セクターが真剣に考えるきっかけになる。
· 共同実証で分析に使用した情報が取れるかチェックすべきであろう。
· 国連CEFACTへ提案中の拡張支払通知プロジェクトには欧州のTC68グループも興味を持っているようで、当プロジェクトへリエゾンを指名してきた。
· 実証では、支払通知情報をISO20022メッセージのUnstructure Areaにセットして実験した。この提案は国連CEFACT支払通知標準メッセージを、ISO20022メッセージのSupplementary Dataとして、直接はめ込む方法である。
· 拡張支払通知標準メッセージは、かなりボリュームがあり、介在ネットワーク（クローク・システム）を実装する方が、銀行本体のシステムに組み込むより実践的と思える。
· 介在ネットワーク（クローク・システム）については、国内取引だけを考慮しているが、クロスボーダーへの対応をどうするかも考えておく必要がある。世界全体での単一クロークを想定することは困難であり、クローク交換のグローバルフレームワークが必要であろう。

· 日本の銀行は、銀行間の振込メッセージへのISO20022の導入については、ニーズは限定的との認識の下、実施していない。
· 提案の方法は、支払通知に限らずInvoiceのはめ込みなど、国連CEFACT標準とISO20022標準を合体させる汎用的なものとなり得る。
· ISO TC68の登録管理グループへの登録申請では、日本の金融セクターの賛同を得てから行う必要がある。TC68との連携は、金融セクターを含めて、国連CEFACT標準化後1年がかりで進める必要があろう。
４－２－３．グローバルサプライチェーンファイナンスのニーズ調査
・グローバルサプライチェーンファイナンスのニーズ調査につき、次の説明が行われた。
· 取組の背景と目的
· 活動計画と実績（概要）
· 活動実績（詳細）


サービスモデル仮説「通関実績の融資への活用」


輸出入企業向けニーズヒアリングの課題


輸出入関連企業へのニーズヒアリング


ヒアリング項目


ヒアリング結果サマリー


輸入プロセスにおける資金ニーズ


輸出プロセスにおける資金ニーズ


資金ニーズとサービスモデル仮説のマッチング


金融機関ヒアリングでのフォーカスポイント

・グローバルサプライチェーンファイナンスのニーズ調査につき、次の審議が行われた。
· 輸入側の資金ニーズ「前払金支払」は、本来L/C（信用状）でカバーする範囲ではないのか。
· 輸出側の資金ニーズ「設備投資」について、NACCSのデータを分析する必要があるのか。
· 通関システムからの取得を想定している情報項目について、NACCS EDIデータ項目にマッピングできるかチェックする必要がある。
· 従来、銀行はL/Cを発行するにあったって、審査に必要な情報は紙で入手していた。だんだんL/C取引が減ってくると、システム化された商流情報が必要になってくる。
· まずはNACCSのInvoiceデータを使って想定分析を行ない、分析結果を持って企業と銀行にヒアリング調査を行いたい。
· 国際物流の見える化調査でもNACCSと連携することになるが、グローバルサプライチェーンファイナンスでの連携と重複することにならないか。(物の流れは同じものであるが、調査する観点が異なる。
４－３．金流商流情報連携TFの成果と今後の活動
４－３－１．金流商流情報連携タスクフォース2014年度活動結果
・2014年度活動結果につき、次の説明が行われた。
· ファイナンスサービスの検証
· グローバルサプライチェーンニーズの調査
· 金流商流情報連携のためのメッセージ標準化

・2014年度活動結果につき、次の審議が行われた。
· 金融EDI実証の成果と課題のまとめ方として、もっとポジティブな表現にすべきである。
· TF会議翌日、事務局より成果と課題のまとめ方につき、次の表現にすることが提案された。
[image: image1.emf]金融

EDI

実証の成果と課題

１．入金消込の省力化

・受注側企業、特に中小企業にとって省力化は顕著である。

・大企業においては、バーチャル口座や売掛時までの事前対応

策が行われているが、入金時の自動消込で更なる効率化が見

込める。

・中小企業では入金消込以前に、上流（受発注、出荷納品、請

求）の

EDI

の普及が必要である。

・一部では経理部門で喫緊の課題と認識していない企業もあり、

ホワイトカラーの生産性向上について啓発する必要がある。

２．金融セクターと商流情報の共有

・企業活動をリアルに見ることが可能。

・銀行の融資情報として活用可能か否か分析中。

・企業が情報開示に応じるインセンティブの検討が必要。
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· 金流情報と商流情報の合体につき、ISO TC68への提案時期を2016年4月とするのは早すぎる。
４－３－２．金流商流情報連携タスクフォース2015年度活動計画
・2015年度活動計画につき、次の説明があった。
· ファイナンスサービスの検証
· グローバルサプライチェーンのニーズ調査
· 金流商流情報連携のための標準化促進
・2015年度活動計画につき、次の審議が行われた。
· ファイナンスサービスの検証につき、用語「金融EDI」がどのような意味で使われているのか不明で、混乱をきたす。
· TF会議翌日、事務局よりファイナンスサービスの検証についての計画案を、次の表現にすることが提案された。

[image: image2.emf]2014年度の金融EDI実証を踏まえ、産業界への普及促進を図る。

（１）企業への浸透

・企業における経理部門の戦略性認識向上

・情報共有化メリットの明確化

・入金明細通知のEDI化を契機とした商流EDI（受発注、出

荷納入、請求）の導入促進

・企業側 ISO20022インタフェース導入ガイド

（２）銀行への浸透

・融資／モニタリングへの情報活用法開拓

１．ファイナンスサービスの検証


· ISO TC68レジストリ登録申請と審議を来年度実施するのは時期尚早である。( TF会議翌日、事務局より、次のように表現することが提案された。
[image: image3.emf]（２） 金融サービス標準とのすり合わせ推進

・国連

CEFACT

支払通知メッセージと

ISO TC68

（金融サービ

ス）標準の組み合わせ実装方式の検討。

・

ISO TC68

レジストリ登録についての国内意見調整。


５．その他
　2014年度金流商流情報連携TFレポートは、4月上旬を目途に完成し、委員およびオブザーバーにメールにて配信する。
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